
○基礎基本を身に付け、当たり前のことが当たり前にできる力
○さまざまな学習や体験を重ね、それを活かして判断、行動する力
○よく調べ、理解し、自分の考えを整理して伝え、広める力

基盤となる教職員の構え

令和 8年度

教 育 環 境

特色ある教育活動

指導力向上 安全・安心

★自らを律する力の育成 　　★不登校対策の充実　　 ★体力・運動能力の向上
R８年度 特に大切にしたい取組



小学校･中学校　重点指導内容幼稚園・保育園・こども園　重点指導内容

長時間勤務・多忙化解消に向けた取組の一層の推進
□□  時間外勤務時間が月 45 時間以内（小中）・月15時間以内（園）となることを目指し、教職員が笑顔で子供と向き合える園・学校体制を構築する。

機能的な運営体制の確立
□□  教職員一人一人が責任を自覚しつつ、機能性のある運営体制を確立し、チームで対応する園・学校を構築する。

服務規律の徹底
□□  教育公務員としての使命を自覚し、自らの行動に責任がもてるよう意識を高める。

教育内容の質的向上を目指したデータの蓄積・分析と課題改善に向けたＰＤＣＡサイクルの確立
□□  教育活動の成果を測るための指標を設定し、計画・実施・評価・改善のサイクルを機能させ、教育内容の質を高める。

子供たちを導く資質、能力、意欲の向上
□□  子供たち一人一人の状況を丁寧に見届けるとともに、「自らを律する力の育成」「不登校対策の充実」「体力・運動能力の向上」に重点的に取り組み、　　　　　　
　　　園・学校の組織としての教育力を高める。

子供の命を守り抜く危機管理体制の確立
□□  子供の命を守り抜くことを最優先に考え、危機意識を共有するとともに、情報を一元化するなど危機管理体制を確立する。

園・学校経営で大切にしたいこと

「□」について
自身の分掌等について４月と１０月に確認し、チェック
「レ」を入れてください。


